
市民と議員の条例づくり交流会議 2017春の総会企画

人口減少・少子高齢社会到来の中、限りある予算をいかに納得度高く配分するのか、優先順位をどのようなプロセスで決定
していくのか。高い次元での透明性と説明責任が求められます。間もなく始まる新公会計制度は、議会における予算・決算
審査にどのような影響を与えることになるのでしょうか。公会計制度の第一人者にお越しいただき、肝心要を学びます。
3月議会で予算の議決が行われた直後だからこそ、議会予算・決算改革に踏み出した議会の精鋭に、そのポイントを語っ
ていただきます。未来につながる予算・決算のあり方を学び合いましょう。

日時：2017年3月26日（日） 12:30開場 13時～16時40分
会場：法政大学市ヶ谷キャンパス外濠校舎 S306教室
参加費：市民1,000円／議員5,000円 ※要申込／第一次〆切 3月14日（火）

プログラム（2017年1月17日段階）

開会挨拶 廣瀬克哉（自治体議会改革フォーラム呼びかけ人代表）

基調講演 「新公会計制度導入へ～議会は予算・決算審査にどう活かすべきなのか？」
宮澤正泰（習志野市会計管理者）

実践報告 「予算・決算改革に踏み出した議会から」
①目黒章三郎（会津若松市議会議長）「予算・決算の政策サイクル」
②岩永久佳（多摩市議会議員） 「議会でできる『行政評価』を考える」
③塩見牧子（生駒市議会議員） 「自治体議会の予算修正」

パネルディスカッション パネラー：目黒章三郎／岩永久佳／塩見牧子
コメンテーター ：宮澤正泰
コーディネーター：廣瀬克哉

※プログラム詳細や最新版は、ホームページにてご確認ください

【主 催】 市民と議員の条例づくり交流会議／自治体議会改革フォーラム
法政大学ボアソナード記念現代法研究所

問合せ（事務局） TEL 03 -3234 -3808 FAX 03 -3263 -9463
E -mail jourei@jourei.jp URL http://www.jourei.jp/

新公会計制度と
議会の予算・決算審査

～審議に納得していますか？市民に説明できますか？



宮澤正泰 （習志野市会計管理者）

1957年生まれ。習志野市職員。地方監査会計技能士（CIP
FAJapan）。1級ファイナンシャル・プランニング技能士。
2007年に習志野市の「地方公会計改革研究プロジェクト」
の委員長に就任。総務省主催「地方公営企業法の適用に関
する調査研究会」委員、Japan Association of Gover
nmental Accounting理事。「公会計作成にあたっての
提言」（2012地方自治体財務総覧、東洋経済新報社）
「公会計が自治体を変える！」(第一法規)など著書多数。
JIAM（全国市町村国際文化研修所）の講座等で講師も務め
る公会計制度についての第一人者。

廣瀬克哉 （法政大学大学院公共政策研究科教授）

1958年奈良県生まれ。2014年4月より法政大学常務理事。
専攻は行政学、地方自治。自治体議会改革フォーラム呼びか
け人代表。日本自治学会理事、日本地方自治学会理事 日本
公共政策学会理事、議員力検定協会共同代表。「議員力のス
スメ」（ぎょうせい/2010年）「議会改革白書2009～2016」
（編著/生活社/2009年以降毎年刊）「民主主義の舞台をめ
ざして—自治体議会の新展開」（ガバナンス2011年6月号別
冊付録／2011年）「調査に見る自治体議会—住民の意思決
定機関をめざして」（日経グローカル2009年10—12月連載）

目黒章三郎（会津若松市議会議長）

1952年福島県生まれ／1995年初当選。
現在５期目。2015年8月から2度目の議
長を務める。議員力検定１級。まちお
こし運動や環境問題がライフワーク。
議会における政策形成サイクルを確立
した会津若松市議会は、2012年6月か
ら行政評価を活用した基本施策の評価
及び決算審査を導入し、同年12月から
は決算審査と連動した論点抽出を踏ま
えた予算審査の導入・実施している。

岩永久佳（多摩市議会議員）

1977年神戸市生まれ／中央大学法学
部政治学科卒業。2002年補欠選挙に
当選。現在5期目（15年）。2006年明
治大学公共政策大学院ガバナンス研究
科修了。多摩市議会では2005年に議
会による行政評価を実施以降、議会基
本条例を踏まえ、予算決算特別委員会
を設置し、決算審査の内容を予算編成
に反映させるための取り組みを行って
いる。

塩見牧子（生駒市議会議員）

1965年大阪生まれ／2007年初当選。
現在3期目。無所属無会派。生駒市議
会では、予算修正は議会による政策提
案という考えのもと、増額を含めてほ
ぼ毎年予算修正案が提出されている。
予算修正のハードルは高くないという
実感を持ってもらい、全国の議会で修
正文化を根付かせたいと、そのスキル
を身に着ける出前講座を各地で開催し
ている。

＊お申し込みは 下記へFAX または Emailでお願いします
＊参加費：市民1,000円／議員5,000円 当日受付でお願いします

お名前 TEL

ご所属 □ 議員（5，000円） □市民（1,000円）

ご連絡先 （〒 - ） （都・道・府・県）

E-mail

申込み FAX：03-3263-9463

※交流会議では参加者同士の交流やネットワークを促進するため、参加者名簿（名前・所属）を作成します。名簿への掲載
を希望しない市民の方は、右へチェックをお願いします。 □参加者名簿への非掲載を希望する（市民の方のみ）
※参加費は、当日会場受付にて現金でお支払いください。領収書は、用意いたします。
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